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●１－１ 目次 



●１－１ はじめに 
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●１－１ はじめに 
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２．大学・短大ＦＤ委員会関係 

 平成２７年度は計１１回委員会を開催した。 
 
実施日及び議題を次頁に掲載する。 
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平成２７年度大学・短大ＦＤ委員会実施一覧 

 

●２－１ 平成２７年度大学・短大ＦＤ委員会実施一覧 
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  実施日 

出席人数 

主な議題 

第１回 H.27.4.15 

  

１２人 

・平成２６年度ＦＤ活動結果報告 

・平成２７年度ＦＤ活動方針 

・３ワーキング・グループ（以下３ＷＧ）の担当について 

・平成２６年度後期授業アンケート集計結果について 

 

第２回 H27.5.20 

  

１３人 

・平成２６年度後期授業アンケート結果分析について 

・本年度のＦＤ研修会の実施概要について 

・平成２６年度ＦＤ活動報告書の作成について 

 

第３回 H27.6.17 

１３人 

・本年度前期授業アンケートの結果分析と結果の活用の仕方について 

・本年度授業公開の実施方法について 

 

第４回 H27.7.15 

 １３人 

・３ＷＧの取り組みについて（進捗状況報告） 

 

 

第５回 H27.8.19 

 １１人 

・３ＷＧの取り組みについて（進捗状況報告） 

 

 

第６回 H27.9.16 

 １２人 

・第１回ＦＤ研修会について 

・山形大学ＦＤセミナー出張報告について 

 

第７回 H27.10.21 

 １１人 

・前年度後期及び本年度前期の授業アンケート結果分析について 

・ＦＤ活動報告書の本学ホームページ掲載について 

 

第８回 H27.11.18 

  

 １３人 

・第1回ＦＤ研修会実施報告について 

・第２回ＦＤ研修会実施案について 

・授業公開の実施進捗状況について 

 

第９回 H27.12.16 

 １２人 

・本年度後期の授業アンケート実施方法の一部変更について 

・授業公開の実施進捗状況について 

 

第10回 H28.1.20 

 １０人 

・第２回ＦＤ研修会実施報告について 

第11回 H28.2.17 

 １０人 

・第３回ＦＤ研修会実施案について 

・授業公開の実施進捗状況及び実施方法の再考について 

 



 
 
 

３．授業アンケート関係 

 平成２７年度は前期・後期の２度授業アンケートを実施した。 
 
実施した内容とその結果を示す資料を次頁以降に掲載する。 
 
【前期と後期の変更点について】 
 
① 自由記述の質問について以下のように変更した。 
 
前期：この授業について良かったと思う点について書いてください。 
 
後期：この授業で評価すべき点、改善すべき点、気づいた点などに 
   ついて書いてください。 
 
② 後期より、従前では授業アンケート実施していなかった履修者 
  １０人以下の授業及びゼミナールも実施することとした。 
 
③ 後期より、自己点検報告書のフォーマットを一部改良した。    
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●３－１ 平成２７年度前期 学生による授業アンケート実施について（お願い） 
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平成２７年７月２日 

岡崎女子大学 

岡崎女子短期大学  授業担当教員各位 

岡崎女子大学 

岡崎女子短期大学 

学長 長柄孝彦  

           

「学生による授業アンケート」（前期）の実施について 

 

先生方におかれましては、日頃より本学学生の学力向上のためにご尽力いただき、誠に    

ありがとうございます。 

今回、アンケート結果の授業改善への活用を図ることをねらいに、下記要領により「学生によ 

る授業アンケート」を実施させていただきたいと思いますので、ご理解ご協力くださいますよう 

お願い申し上げます。 

 

記 

１ 実施目的 

 

本学教員が自分の授業内容および授業方法を改善するために、受講生の声を聞くことを目的

として実施します。 

 
２ 実施期間 

 

  前期授業の第１３週から第１５週の期間でお願いします。 

    

３ 実施する授業 

 

  全ての授業科目（全コマ）で実施してください。 

ただし、受講者１０名未満の授業科目は除きます。 

 

４ 実施方法 

 

・ 必要枚数分のアンケート用紙は先生方のメールボックスに配付させていただきます。 

・ 授業時間内にアンケート回収に協力してもらえる学生を選出ください。 

・ 回収協力の学生選出後、アンケート用紙を配付してください。 

・ アンケート回収協力の学生に回収用の封筒を渡し、記入後のアンケートを回収させてくださ

い。（各先生は回収作業には関与しないでください） 

・ 回収したアンケート用紙は、未使用のアンケート用紙も含めて封筒に入れ、回収協力学生に

教務課まで、授業後すみやかに戻すようご指示ください。（教員自身が回収・返却をしない

ことを原則としています。） 

 

５ アンケート集計結果による自己点検報告書の提出 
 

 アンケートの集計は業者に委託します。後日、その集計結果をお届けしますので、自己点検

評価をし、後日配付の「授業アンケートによる自己点検報告書」を提出してください。 

 

                       問い合わせ：〒444-0015 

岡崎市中町１丁目８番地４  

岡崎女子大学 

岡崎女子短期大学 教務課 

TEL(0564)28-3315 

FAX(0564)28-3310 



●３－２ 平成２７年度前期 授業アンケート記入用紙（表面） 
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学生による授業アンケート     実施日  年  月  日 
 

このアンケートは学生の視点を活用して、本学の授業の改善を図るためのものです。 

〇 調査は無記名で行い、個々の回答内容について公開されることはありません。 

〇 回答内容が成績に影響することはありません。 

〇 学生それぞれが、大学を構成する重要な一員として、本学の教育をより良いものにす 

るという意識のもとに、率直に回答してください。 

〇 回答内容（数値データ）に関しては、ファィルにまとめ、授業担当者だけでなく、学 

 生や教職員が学修支援センターで閲覧できるようにするとともに、教育環境の改善をする 

 上での大切な資料とします。 

 

■ 授業科目、教員氏名、あなたの学年クラスを記入してください。 

授業科目   

教員氏名  

あなたの学年クラス 年        クラス 

 

■ １から 19 の設問について、５段階評価でもっとも適切な番号に〇をつけてください。 
 

【設 問 項 目】 
選択基準：   ５そう思う ４少し思う  

３どちらともいえない ２あまり思わない 

１そう思わない 

１ あなた自身について  

1 あなたは、授業内容（シラバス）を事前に読んでよ

く理解した上で授業に臨みましたか。 

５  ４  ３  ２  １ 

 

 2 あなたは、この授業に積極的に参加しましたか。 
 

５  ４  ３  ２  １ 

 

 3 この授業１回(90 分)のための予習・復習に費やした

時間は平均(  )であった。 

⑤４時間以上 ④３時間 ③２時間 ②１時間  

①30 分以下 
 
 

⑤  ④  ③  ②  ① 

 

 4 あなたは、授業中のマナー(私語、居眠り、携帯電話、

途中入退室等）を守ることができましたか。 

５  ４  ３  ２  １ 

 

２ 授業について  

  5 授業内容（シラバス）や教員の事前の説明は目標、

内容、評価方法を示し、分かりやすいものでしたか。 
 

５  ４  ３  ２  １ 

 

 6 この授業は、授業内容（シラバス）または教員の事

前の説明どおりに授業が進められましたか？ 

 

 7 課題の内容や量は適切でしたか。 

 
 

  8 授業内容の難易度は適切でしたか。 

  ⑤非常に難しい ④難しい ③適切 ②やさしい  

①非常にやさしい 

５  ４  ３  ２  １ 

 

 

５  ４  ３  ２  １ 

 
 

⑤  ④  ③  ②  ① 
 



●３－２ 平成２７年度前期 授業アンケート記入用紙（裏面） 

９ 



●３－３ 授業アンケート実施一覧（大学前期） 

１０ 



●３－３ 授業アンケート実施一覧（大学前期） 

１１ 



●３－３ 授業アンケート実施一覧（大学前期） 

１２ 



●３－４ 授業アンケート実施一覧（短大前期） 

1３ 



●３－４ 授業アンケート実施一覧（短大前期） 

1４ 



●３－４ 授業アンケート実施一覧（短大前期） 

1５ 



●３－４ 授業アンケート実施一覧（短大前期） 

1６ 



●３－４ 授業アンケート実施一覧（短大前期） 

1７ 



●３－４ 授業アンケート実施一覧（短大前期） 

1８ 



●３－５ 授業アンケート実施結果（大学前期 全科目） 
  

１９ 



●３－６ 授業アンケート実施結果（短大前期 全科目） 
  

２０ 



●３－７ 授業アンケートの結果報告及び自己点検報告書の提出について 
  

２１ 

平成２７年１０月５日 

 

授業担当教員 各位 

 

                         大学・短大ＦＤ委員会 

 

 

授業アンケートの結果報告及び自己点検報告書の提出について 

 

 先生方におかれましては、日頃より本学学生の学力向上のためにご尽力いただ

き、誠にありがとうございます。 

 さて、ご協力いただきました平成２７年度前期授業アンケートの結果をご報告

させていただきます。 

 なお、「授業アンケートによる自己点検報告書」を、１０月２１日（水）まで

に教務課へご提出くださいますようお願い申し上げます。 

「授業アンケートによる自己点検報告書」の様式は、ホットビズのキャビネッ

ト「教務関係」にございますのでご利用ください。 

 メールで提出される場合は、教務課メールアドレス kyoumu@okazaki.ac.jp へ

お願いします。 



●３－８ 授業アンケートによる自己点検報告書（前期） 
  

所 属 学 科   教 員 氏 名   

授業科目名   授 業 形 態 講義 演習 実習 実技 その他 

学 年    年 ク ラ ス   

授業アンケートによる自己点検結果 

  

授業アンケートの結果で優れていた点 

  

授業アンケートの結果で改善すべき点 

  

【授業アンケートによる自己点検報告書】（平成２７年度前期） 

 

２２ 



●３－９ 平成２６年度後期 学生による授業アンケート実施について（お願い） 

２３ 

 

平成２７年１２月２６日 

岡崎女子大学 

岡崎女子短期大学  授業担当教員各位 

岡崎女子大学 

岡崎女子短期大学 

学長 長柄孝彦  

           

「学生による授業アンケート」（後期）の実施について 

 

先生方におかれましては、日頃より本学学生の学力向上のためにご尽力いただき、誠に    

ありがとうございます。 

今回、アンケート結果の授業改善への活用を図ることをねらいに、下記要領により「学生によ 

る授業アンケート」を実施させていただきたいと思いますので、ご理解ご協力くださいますよう 

お願い申し上げます。 

 

記 

１ 実施目的 

 

本学教員が自分の授業内容および授業方法を改善するために、受講生の声を聞くことを目的

として実施します。 

 
２ 実施期間 

 

  後期授業の第１３週から第１５週の期間でお願いします。 

    

３ 実施する授業 

 

  全ての授業科目（全コマ）で実施してください。 

（今回より、受講者１０名未満の授業科目・ゼミも含みます。） 

 

４ 実施方法 

 

・ 必要枚数分のアンケート用紙は先生方のメールボックスに配付させていただきます。 

・ 授業時間内にアンケート回収に協力してもらえる学生を選出ください。 

・ 回収協力の学生選出後、アンケート用紙を配付してください。 

・ アンケート回収協力の学生に回収用の封筒を渡し、記入後のアンケートを回収させてください。

（各先生は回収作業には関与しないでください） 

・ 回収したアンケート用紙は、未使用のアンケート用紙も含めて封筒に入れ、回収協力学生に

教務課まで、授業後すみやかに戻すようご指示ください。（教員自身が回収・返却をしないこ

とを原則としています。） 

 

５ アンケート集計結果による自己点検報告書の提出 
 
 アンケートの集計は業者に委託します。後日、その集計結果をお届けしますので、自己点検

評価をし、後日配付の「授業アンケートによる自己点検報告書」を提出してください。なお 、 

今回より提出頂いた報告書は、学修支援センターにて公表されますので、ご承知おきください。 

 

                       問い合わせ先：〒444-0015 

岡崎市中町１丁目８番地４  

岡崎女子大学 

岡崎女子短期大学 教務課 神谷 

TEL(0564)28-3315 

FAX(0564)28-3310 



学生による授業アンケート     実施日  年  月  日 
 

このアンケートは学生の視点を活用して、本学の授業の改善を図るためのものです。 

〇 調査は無記名で行い、個々の回答内容について公開されることはありません。 

〇 回答内容が成績に影響することはありません。 

〇 学生それぞれが、大学を構成する重要な一員として、本学の教育をより良いものにす 

るという意識のもとに、率直に回答してください。 

〇 回答内容（数値データ）に関しては、ファィルにまとめ、授業担当者だけでなく、学 

 生や教職員が学修支援センターで閲覧できるようにするとともに、教育環境の改善をする 

 上での大切な資料とします。 

 

■ 授業科目、教員氏名、あなたの学年クラスを記入してください。 

授業科目   

教員氏名  

あなたの学年クラス 年        クラス 

 

■ １から 19 の設問について、５段階評価でもっとも適切な番号に〇をつけてください。 
 

【設 問 項 目】 
選択基準：   ５そう思う ４少し思う  

３どちらともいえない ２あまり思わない 

１そう思わない 

１ あなた自身について  

1 あなたは、授業内容（シラバス）を事前に読んでよ

く理解した上で授業に臨みましたか。 

５  ４  ３  ２  １ 

 

 2 あなたは、この授業に積極的に参加しましたか。 
 

５  ４  ３  ２  １ 

 

 3 この授業１回(90 分)のための予習・復習に費やした

時間は平均(  )であった。 

⑤４時間以上 ④３時間 ③２時間 ②１時間  

①30 分以下 
 
 

⑤  ④  ③  ②  ① 

 

 4 あなたは、授業中のマナー(私語、居眠り、携帯電話、

途中入退室等）を守ることができましたか。 

５  ４  ３  ２  １ 

 

２ 授業について  

  5 授業内容（シラバス）や教員の事前の説明は目標、

内容、評価方法を示し、分かりやすいものでしたか。 
 

５  ４  ３  ２  １ 

 

 6 この授業は、授業内容（シラバス）または教員の事

前の説明どおりに授業が進められましたか？ 

 

 7 課題の内容や量は適切でしたか。 

 
 

  8 授業内容の難易度は適切でしたか。 

  ⑤非常に難しい ④難しい ③適切 ②やさしい  

①非常にやさしい 

５  ４  ３  ２  １ 

 

 

５  ４  ３  ２  １ 

 
 

⑤  ④  ③  ②  ① 
 

●３－１０ 平成２６年度後期（表面） 授業アンケート記入用紙 

２４ 



３ 授業方法、教員について 
 

 

 9 教員に、授業への熱意が感じられましたか。 ５  ４  ３  ２  １ 

 10 教員の説明は分かりやすかったですか。 

 

５  ４  ３  ２  １ 

 11 教員の話し方（声の大きさ、話す速さ、メリハリ等）

は適切でしたか。 

５  ４  ３  ２  １ 

 12  黒板、教科書、ビデオ、プレゼンテーションソフト

（パワーポイント等）などの使い方は適切でしたか。  

５  ４  ３  ２  １ 

 13 教員は、質問や発言を促そうとしていましたか。 ５  ４  ３  ２  １ 

 14 教員は、学生の発言や質問に適切に対応していまし

たか。 
 

５  ４  ３  ２  １ 

 15 教員は、授業にふさわしくない学生の行動等に適切

に対応していましたか。 

５  ４  ３  ２  １ 

 16 教員は、すべての学生に公正な態度で接していまし

たか。 

 

５  ４  ３  ２  １ 

４ 教育効果について  

 17 あなたは、この授業の到達目標を達成することがで

きましたか。 

５  ４  ３  ２  １ 

 18 授業により知的に触発され、さらに深く勉強したく

なりましたか。 
 

５  ４  ３  ２  １ 

 19 授業は全体として満足できるものでしたか。 

 

５  ４  ３  ２  １ 

  

■ 自由記述  
 

○ この授業で評価すべき点、改善すべき点、気づいた点などについて書いてください。 

 

 

 

 
 
○ 教室の設備や校舎の環境などについて改善を要望するようなことがありましたら 

書いてください。 

 

 

●３－１０ 平成２６年度後期（裏面） 授業アンケート記入用紙 

２５ 



●３－１１ 授業アンケート実施一覧（大学後期） 

２６ 



●３－１１ 授業アンケート実施一覧（大学後期） 

２７ 



●３－１１ 授業アンケート実施一覧（大学後期） 

２８ 



●３－１２ 授業アンケート実施一覧（短大後期） 

２９ 



●３－１２ 授業アンケート実施一覧（短大後期） 

３０ 



●３－１２ 授業アンケート実施一覧（短大後期） 

３１ 



●３－１２ 授業アンケート実施一覧（短大後期） 

３２ 



●３－１２ 授業アンケート実施一覧（短大後期） 

３３ 



●３－１２ 授業アンケート実施一覧（短大後期） 

３４ 



●３－１２ 授業アンケート実施一覧（短大後期） 

３５ 



●３－１３ 授業アンケート実施結果（大学後期 全科目） 
  

３６ 



●３－１４ 授業アンケート実施結果（短大後期 全科目） 
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●３－１５ 授業アンケートによる自己点検報告書（後期） 
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４．ＦＤ研修会関係 

 平成２７年度は計３回のＦＤ研修会を開催した。 
 
前期に実施した内容とその結果を示す資料を次頁以降に掲載する。 
 
実施日と主な内容や実施した成果を示す資料を次頁以降に掲載する。 
 
本年、初めての試みとして【ＦＤ勉強会】を２度開催した。 
 
なお、各研修・勉強会の参加人数は以下の通りであった。（非常勤講師も含む。） 

 

 

３９ 

 

第１回研修会（１０月２１日） ３５名 
第２回研修会（１２月１６日） ４０名 
第３回研修会（ ２月２９日） ５５名 
 
第１回勉強会（ ６月１７日） １８名 
第２回勉強会（ ８月１９日） １５名  



●４－１ 平成２７年度ＦＤ研修会ワーキンググループ議事録 
     （研修実施計画） 
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●４－２ 第１回ＦＤ研修会レジメ 
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●４－３ 第１回ＦＤ研修会グループワーク報告 
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平成 27 年 11 月 18 日 

FD 委員会・FD 研修会担当 

 

授業改善についての検討 —FD 研修会におけるグループワーク報告—（速報） 

 

 

[授業の改善点について検討結果] 

 

「１．あなたは授業内容を事前に読んでよく理解した上で授業に臨みましたか。」 

・シラバスのところだけが 3点台。 

・[改善策] 文の改正「事前に」。 

・シラバス、四大⇔短大 同じ内容だが厳しめの評価という印象 

・シラバスが課題だという意見が多かった。 

・「シラバスとは何か」分かっているのか？ 

・初回の説明が必要。 

・シラバスと受講上の注意（ルール）を印刷して配付している。学生の手元にも残り、授業の到  

 達、目標が明確。 

・教務ガイダンスにおいて学生にシラバスの必要性、重要性などを伝える。また、授業開始後も  

 定期的（３〜５回）にシラバスを読み、理解を深めるよう指導する。このことで、学生の予習、 

 復習へと繋げていく。 

・選択科目について実際に活用されているのか？ 

 

「２．あなたはこの授業に積極的に参加しました。」 

＊ 態度と意欲が違う学生に、受け身な学生に対して 

・ 学生に発信させる（質問ノート）アクティブさせることとコントロールすること。 

・ コントロールが難しくなる。 

・ 課題をうまく設定させ、見通しをつけさせるといいと思う。仕掛けは周到に。 

 

「３．この授業１回（90 分）のための予習・復習に費やした平均時間」 

・宿題を課すことにより、この項目数値は高まるであろうが、工夫しないと授業の満足度などの

項目は低下してしまう可能性がある。 

・宿題を課す回数が３〜４回で、この項目に対して効果が上がるかは、疑問でもある。 
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「４．あなたは授業中のマナーを守ることができましたか。」 

・ 私語をしている→注意することをプラスに評価する学生と先生が注意すると授業が進行しな

いと否定的に捉える学生がいるがどうするか？ 

・ 携帯をいじっている→注意する、取り上げる。 

・ 授業にふさわしくない学生の行動とはどのようなものか？の考え方によって幅があるので、

事前に考え方を統一しておいた方がよいのではないか？ 

 

「７．課題の内容や量は適切でしたか。」 

・ 活動の到達目標を明確にする工夫は？ 

フィードバックを工夫することが大切。質問を書かせる→コメントを必ず入れる。ハンコだ

けでも。達成度が見える（大変な作業なので科目は絞っている）返却時に声をかける。 

・ モチベーションを上げるのにコメントは効果がある。 

・ 最後の授業で振り返りを言うのは？ 

・ 中間的な評価があった方が良いのかも？ 

・ 点数や評価も見える数字などで表してあげても良いかも？ 

 

「８．授業内容の難易度は適切でしたか。」 

・ 何らかの形で学生へのフィードバックが必要である。 

・ 授業の理解度を振り返りカード等を活用して難易度を調整する。 

・ 難易度に関する満足度だけを追うことには問題がある。 

 

「９．教員に、授業への熱意が感じられましたか。」 

・講義系は教員の教材に対する新鮮な目を維持することが必要。 

・実技系は繰り返し行うことで教員のスキルがあがる。 

 

「11．教員の話し方（声の大きさ、話す速さ、メリハリ等）は適切でしたか。」 

・マイクを使って授業をすることが、必ずしも評価につながってはいないだろう。 

・教室での音響の悪さ(物理的な教室環境)も、関係している。具体的には、通常教室の後ろ座席

では、声が壁や床に反射して「わんわん」して聞こえるという事実。 

・声が通りやすいように、座席位置を前に誘導する手法も有効であろう。 

・「ゆっくり話す」「繰り返す」など、放送アナウンスの手法も必要かもしれない。 
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12．黒板、教科書、ビデオ、プレゼンテーションソフト（パワーポイント等）などの使い方は適

切でしたか。」 

・ パワーポイント中心に授業を行っているが、より学生が理解を深める為に黒板も活用して分

かりやすい授業に努める。 

 

「13．教員は、質問や発言を促そうとしていましたか。」 

・質問を無理強いしたと受け取る学生もいるため、反って評価が低くなることもあるのではない

か。つまり、教員の行動が、学生から見ると、ポジティブに映らないときもあるのであろう。 

・学生の持っている背後関係も十分に理解して問いかけないと、ただ単に「質問ありませんか」

という問いでは、効果が出ないであろう。 

・受講人数という物理的な環境にも左右されるであろう項目のため、改善が難しい問題ではある。 

 

「15．教員は授業にふさわしくない学生の行動等に適切に対応してきましたか。」 

・具体的に、名前をあげて問題行動を指摘する方法も有効であろう。ただし、指摘を受けた学生

が「私だけが注意された」と感じる可能性もある。 

・厳格な授業運営をおこなうと、授業アンケート評価が低くなる傾向が見られるようであるが，

それはそれで仕方のないことでもある。 

・座席を指定席にして，学生を管理する授業運営方法もある。 

・私語をしている→注意することをプラスに評価する学生と先生が注意すると授業が進行しない 

 と否定的に捉える学生がいるがどうするか？ 

・携帯をいじっている→注意する、取り上げる。 

・授業にふさわしくない学生の行動とはどのようなものか？の考え方によって幅があるので、事 

 前に考え方を統一しておいた方がよいのではないか？ 

 

「16．教員は、全ての学生に公正な態度で接していましたか。」 

・教員の公正な態度、質問に丁寧に答えてもらえることを学生は期待している。 

 

「17．あなたは，この授業の到達目標を達成することができましたか。」 

・授業内で，進捗の確認が必要であろう。具体的には、「本日はこの項目まで終了した」「テキス

トのここまで終了した」など確認をおこなうことで、自分の置かれている位置を学生が認識で

きるであろう。 
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・１回の授業のなかで、到達目標を設定し学生がそれを確認できるようにする必要。 

・継続的な授業内容のなかで、学びを高めていくためには、こちら教員の運営上の工夫も必要で

はある。たとえば、授業開始時に「前回のまとめ」をおこなう、授業終了時に「今回の重要事

項をチェックする」などである。 

〈到達目標の理解〉 

・ 学生にとって理解が難しいため、15 回の授業の中でチェックポイント（小テスト、レポート） 

を設け、到達目標を達成するため、学生自身が自己評価をできるようにする。 

〈課題設定〉 

・ 活動に到達目標を明確にする工夫は？ 

フィードバックを工夫することが大切。質問を書かせる→コメントを必ず入れる。ハンコだ

けでも。達成度が見える（大変な作業なので科目は絞っている）返却時に声をかける 

・ モチベーションを上げるのにコメントは効果がある。 

・ 最後の授業で振り返りを言うのは？ 

・ 中間的な評価があった方が良いのか？ 

・ 点数や評価も見える数字などで表してあげても良いかも？ 

 

「19．授業全体として満足できるものでしたか。」 

・授業の難易度や厳格な授業運営と反比例的な項目であると考えられるために、学習時に理由づ

け(動機付け？)が必要であろう。具体的には、「社会で必要とされる技術であるため、ここまで

は理解しておく必要がある」、「社会のマナーとして守るべきことである」などの説明である。 

・この総合的な評価項目についても、授業外での学生との関わりが影響していると考えられる。

つまり、授業外で学生との関わり(関係の良さ)を確保すると、学生の取り組み姿勢も変化し、

それに伴い学習効果も上がり、その結果で満足度も上がるのではないか。 

・授業の課題が明確であれば学生は満足する？ 

・グループ討論では、報告性が簡単につかめないので、学生は不安になる。 

・提出物をこまめにチェックする教員は評価される。 

・クラスの雰囲気による差によって満足度の差が大きい。 

・満足→到達した満足。 

 

「その他」 

・優れているメモ→感想を共有する。 

・写真をラインで共有については、学生からのコメントはない。感想を共有し合う場が必要。 
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・グループの勝負で点の差別化→批判 

〈授業の運営について〉 

気をつけていること（ノウハウや課題など） 

・ 冒頭に目標を明示し、講義の内容を説明する。 

・ 検定を入れたりする。 

・ 設備などに依存する場合は難しい。 

〈着席方法〉 

・ 音楽はスキル別に縦に並べる。 

・ 人数の多い時は指定席、少ない時は自由席にしている。 

〈グループ分け〉 

・ グループは全く自由。 

・ チームは教員がコントロールする必要がある。 

（例）くじ引きでグループをつくらせる、誕生月・趣味、ゲーム形式。 

〈マナー〉 

・スマホ、飲食は禁止をルールとして授業の最初に示してある。「違反者は評価しない」 

・スマホの充電を禁止すべきか？分からない。授業の共通ルールを教室に掲示する方法がある。 

〈クラスの差〉 

・ 差があるクラスでも、きちんと課題を意識的に説明するようにしたら差が縮まった。意味づ

けの為の説明。 

・ 教育的効果と満足度の関係はどうなのか？データが取れるのか？ 

〈アンケート項目全体にわたり 〉 

・授業外の学生との関わりが、授業アンケート項目の評価にも関係性があるとも考えられる。つ

まり、授業外での学生との関わりも授業評価に出てしまっているのではないか。逆に、授業外

での関わり(コミュニケーション) や親和性を高める努力(名前を覚える)があれば、授業運営を

うまくこなすことが出来るのではないか。 

・ 教員の人柄などに依るのではなく、具体的で有効な教授法を共有することで、教員全員のア

ンケート評価を高めていくことが望ましいであろう。 

〈その他，アンケート実施に関する問題点の共有〉 

・アンケートをおこなう際に、アンケート実施側で意図している内容が正確に伝わることを担保

する、調査実施方法も考えていく必要があろう。 

・調査データの無効票の扱いについても考えていく必要がある。つまり、すべてのアンケートを

集計するのではなく、突出した異常データの扱いをも考えるべきであろう。 
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●４－６ 第１回ＦＤ勉強会レジメ 
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５０ 

 



 
 
 

５．授業公開関係 

 平成２７年度は６月から授業公開を実施した。 
 
関係資料を次頁以降に掲載する。 
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●６－１ ＦＤ活動の今年度の総括と次年度の課題について 
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